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　認知症は誰にでも起こり得る「脳の病気」です。記憶や認知の障がいから、本人・家族が共に疲れ切ってしまうこと
も少なくありません。認知症になっても穏やかに暮らしていくためには、周囲の理解とサポートが必要です

▶I介護福祉課　J（32）6347
目指せ！認知症になっても安心して暮らせるまちづくり

　基本計画は、基本構想で定められた方針に基づき、社会経
済情勢の変化に対応するための中期的な目標と手段を具体的
に定めます

基本計画とは

　基本構想は、社会経済情勢の変化を見据え、長期的な視点
で本市が目指すべき「理想の都市像」を示すとともに、その
実現に向けた「まちづくりの目標」と「方針」を定めます

基本構想とは

実施計画とは

　実施計画は、基本計画で定められた取り組みを、市の財源
と優先順位に基づいて、具体的に実施できるように計画化す
るもので、毎年度の予算編成の指針とします

　認知症の方やその家族を見守る認知症サポーターの養成講
座を実施しています。受講者にはオレンジリングをプレゼン
ト。ぜひ一度受講してみませんか？

■あなたも認知症サポーター！

この講座を受講した方を対象に、
より具体的な接し方や対応方法
を学ぶための講座を用意してい
ます。地域で見守り支え合う活
動を行う「認知症見守りたい」
の証しとしてオレンジバッジと
ステッカーを配布しています

　認知症高齢者などの見守りＳＯＳネットワークは、行方不明
になった方について、協力団体への情報配信と協力員への捜索
情報のメール配信を行っています。下記サイトより登録できま
すので、ご協力をお願いします！
　また、行方不明になる可能性のある方の情報を、事前に登録
することができます。事前登録した方のうち希望者には、靴に
貼る「見守り反射板」も配布しています

■地域の見守りネットワーク！

　「近所の人の様子がちょっと気になる」「家族が認知症か
も？」など、高齢者についての相談は地域包括支援センターまで。
詳細は、介護福祉課までお問い合わせください

■高齢者の困り事は地域包括支援センターへ！

　これからの苫小牧をどのようなまちにしていくのかという、
まちづくりの方向性や基本的な考え方を示す、苫小牧にとっ
て一番大切な計画です。総合計画は「基本構想」・「基本計画」・
「実施計画」の3つから構成されます

■総合計画とは

▲登録用
　サイト
　ＱＲ
　コード

▲見守り反射板さらに！

A6月23日㈮  10時～11時30分　B市民活動センター
F40人　申し込み順（初回の方のみ）
H前日までに電話で　介護福祉課
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■新しい総合計画ができるまで

アンケート調査・懇話会
による意見把握

パブリック
コメント
による
意見反映

基本構想
検討審議会
における
諮問・答申

市議会における議決など

実施計画の
検討

総合計画（基本構想・基本計画）素案

総合計画（基本構想・基本計画・実施計画）成案

総合計画（基本構想・基本計画・実施計画）策定

　市では、現在の総合計画が平成29年度に終わることから、これに続く新しい総合計画づくりを進めています
　総合計画の策定に当たって、これまでに市民アンケートなどを実施したほか、市民懇話会を設置し、皆さんから意見・
提案をいただきました。これからも市民の皆さんの意見をできるだけ反映させ、よりよい計画にしていきます
　今後、基本構想と基本計画の素案をとりまとめ、市民の皆さんから意見を募集（パブリックコメント）しますので、
ぜひご意見をお寄せください（実施時期については、市役所だよりなどで別途お知らせします）

▶I政策推進課
J（32）6039新しい苫小牧市総合計画 ～策定を進めています～
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